
機密性２情報

発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 54歳男性 職種

事故概要

事故種類

右人差し指先切断（全治：未定）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

機器取扱 鉄筋工

平成28年5月13日 9時45分

事故状況図

改善策

橋脚躯体の鉄筋（D32 L=7.2m)を鉄筋縦吊クランプにて1本毎に吊り降ろしし配筋していたが、下請企業の判断で５本束ね
て、吊りワイヤーで設置箇所に吊り下ろしを実施してたところ、足場上で鉄筋を支えていたクレーン合図者（被災者）が、鉄
筋と吊りワイヤーとの間に右手人差し指を挟み、指先を損傷した。

・作業手順書と異なった、鉄筋吊り込み作業を行った。
・使用した工具が不適切であった。（材料の重量・形状にたいして、使用したワイヤー径が大きかったため、十分に加締で
きなかった）。
・合図者が玉掛資格者でなかったため、クレーン作業の作業方法を熟知していなかった。（吊り荷を直接手で触る）

・作業手順書の遵守
　　　　作業手順を変更しない。変更する場合は元請け企業の技術者と協議する。
・吊り荷の位置を調整する場合の措置
　　　　吊り荷の位置を調整する場合は、直接手で行わない。（誘導ロープ、ハッカー又は桟木を使用）
・作業指示の充実
　　　　①作業前ミーティング時に作業手順書を作業員全員が把握しているか確認する
　　　　②作業前の点検に元請け企業の技術者も立ち会って、使用吊り具の確認を行う。
・施工中の改善
　　　　①施工中は、元請け企業の技術者が監視する。
　　　　②合図者は、玉賭けの資格を持った作業員が実施する。

・作業手順書の遵守を徹底する。
・吊り荷の位置を調整する場合は、直接手で行わない。（誘導ロープ、ハッカー又は桟木を使用）
・規格にあった専用の吊り金具を使用する。

類似工事（他工事）へ
活用できる対策等

改善策等

事故原因等

元請技術者

玉掛資格者

施工状況の監視にため、
元請け職員を配置する。

合図者も玉掛の資格を有した
技能者を配置する。

玉掛の資格を有し
た合図者の配置

▼ 合図者は、玉賭けの資格を持った作業員が実施

▼ 専用の吊り金具



発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 40歳男性 職種

改善策

交通誘導員１名、測量作業員２名で測量作業中、道路横断時に２名が先に横断、残された被災者は左右確認、右
側からの大型車両の後方に後続車両は確認されず、見通しの悪い左側の車両に注意しつつ大型車両の通過後
に横断、大型車両の後ろを走行していた大型二輪車に気づかず道路横断、大型二輪車と接触事故を起こした。

事故状況図

①交通誘導員が被災者（測量作業員）と一緒に行動していなかった。
②被災者（測量作業員）の道路横断時の左右確認不足。
③先行して横断した交通誘導員と測量作業員が被災者も一緒について来ているとの思い込みがあり、交通誘導
員と測量作業員の意思疎通が不足していた。
④朝礼・ＫＹ・新規入場者教育時の指導を守らなかった。

①交通誘導員の再教育を行い、測量作業時は測量作業員１名に対し、交通誘導員１名を配置する。
②指差呼称による安全確認後に、作業員と交通誘導員が一緒に道路横断する。
③声掛け励行や道路横断に関する注意喚起の看板を現場事務所用地内の目に付く箇所に設置し、各個人のＫＹ
意識向上を図る。
④現場代理人、主任技術者若しくは安全巡視員による巡回回数を増やす。また、規制開始時にも安全巡視員が
巡視を行う。

・交通誘導員の安全教育の徹底（交通誘導員の責務の認識）
・ＫＹ活動の徹底（現場での相互の声掛けなど意識の向上）
・作業員への安全教育の徹底（現場での車両接触、横断時の注意等）

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

測量作業員：肋骨骨折（入院２日）（全治１ヶ月）
大型二輪車運転手：頸椎捻挫、左手甲打撲、左膝打撲（全治７日）

被災程度（全治）

事故区分

労働災害

交通事故 測量作業員

平成28年05月17日 9時26分

バイク

断面図

声掛け励行や道路横断に関する注意喚起の看板
を現場事務所用地内の目に付く箇所に設置し、各
個人のＫＹ意識向上を図る

測量作業時は測量作業員１名に対し、交通誘導員
１名を配置する。



機密性２情報

発生日時 事故当事者 元請

年齢性別 59歳,男性 職種

事故状況図

改善策

現場代理人

被災程度（全治） 第三者運転手　：　右肩打撲・左肘打撲・右母指打撲・右下腿打撲（全治７日）

事故概要 散水車(４t）に吸水後、現場事務所に駐車しようと右折したところ、前方から走行してきた対向車と正面衝突した。

事故原因等

・現場事務所入口が狭く、大回りすることに気を取られ、右折手前で前方確認をしなかったため、前方から直進して
きた対向車に気付くのが遅れた。
・通常、散水業務を行う作業員が、休みだったため、現場代理人が代わりに散水業務を行ったが、散水車のギア操
作に慣れていなかったため、運転に戸惑いがあった。
・普段は現場に駐車するが、昼休憩の時間だったので現場事務所に駐車しようとした。

事故種類 公衆災害 平成28年5月18日 12時35分

事故区分 交通事故

改善策等
・交差点などは、呼称による安全確認を、１度でなく２度行う。
・現場事務所入口に敷設してある敷鉄板を１枚増やして、入口を広げる。
・散水業務に慣れていない作業員が運転する場合は、二人で乗車する。

類似工事（他工事）へ活用
できる対策等

・現場代理人は現場のマネジメントに集中する。（作業員とならないこと）
・現場事務所の間口を適切な広さを確保する。

3.0m

4.5m

4.5ｍ

現場事務所出入口の敷鉄板を１枚増やして出入口を広げた。

是正前 是正後

工事車両に呼称確認ステッカーを配布し、呼称確認への意識向上を図る。

4.5ｍ



発生日時 事故当事者 元請け

年齢性別 28歳男性 職種

事故概要

事故種類

標識車（軽トラ）右側方部損傷
一般車両（３ｔトラック）左前方部損傷（ライト、バンパー部、サイドミラー）

被災程度（全治）

事故区分

公衆災害

交通事故 作業員

平成28年05月19日15時35分

改善策

２車線道路で１車線を移動規制しながら刈草の積込作業中、規制のため配置していた標識車（軽トラック）下に
刈草の一部が風で入り込んだため一時的に移動。その際、誘導員に移動することだけ伝え、規制区間途中の
脇道に入ることを伝えなかったため、誘導員は停車させていた一般車車両（４台）を標識車の後に走行させた。
走行開始から７０ｍ付近で現場責任者は後続車は後ろをついてくると思い込み、後方確認せず脇道への右折
を開始、その直後後方から走行してきた先頭車両（３tトラック）と衝突した。

事故状況図

①路上作業の規制中に標識車を現場責任者が移動させた。
②標識車が移動する際に一般車両を通行させた。
（交通誘導員へ途中右折説明なし）
③標識車が右折する際に後方確認をしなかった。

①路上作業中は標識車を規制箇所より原則移動させない。
　 現場責任者の職務内容を明確にし遵守させる。
②標識車を移動せざるを得ない場合には、交通誘導員との意思の疎通を図り、一般車両を停止させた後移動
させる。
③車両を移動する場合には、前方後方確認を徹底する。

以上を実行するために
(1)移動規制の作業手順を手順書に明記し、徹底させる。
(2)簡潔な作業手順書を作成し、車両に掲示する。
(3)「前方・後方確認ヨシ！」等の注意喚起シールを標識車及びパッカー車の車内外に明示し、安全確認の徹底
を図る。

・移動規制について手順書に明記し、交通誘導員を含む作業関係者全員に徹底させる。かつ車両にも掲示
　する。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

▼ 車外部における『注意喚起シール』

▼ 車外部における『注意喚起シール』

▼ 作業計画書の明示と

車内部における『注意喚起シール』



機密性２情報

発生日時 事故当事者 1次下請け

年齢性別 20歳　男性 職種

事故概要

事故種類

民地（２地権者）の杉　１６０本を焼失被災程度（全治）

事故区分

公衆災害

機器取扱 伐木工

平成28年5月20日 10時05分

改善策

・伐木前に周辺の雑木(直径5～10cm)をチェンソーにて伐採・片付けの繰り返し作業を行っていた。
・雑木の伐採が完了した後、次に檜の伐倒作業を行う前、遠方から確認するために20m程度離れた高台へ移動し、
檜を目視した時に、近くに火が付いている事に気付いた。
・人手で消火作業を行ったが、風が強かったため、火が燃え広がった。

事故状況図

・チェンソーによる伐木作業において、集積作業の際にチェンソーのエンジンを停止せず枯れ草の上に置いていた
ことで、エンジン部に蓄積された熱が、枯れ草に移り、それが引火して山林に燃え広がった。
・事故原因は、チェンソーを手放す際に、エンジン停止を怠ったこと、また、そのチェンソーを燃えやすい枯れ草の上
に置いたことによるもの。

・チェンソーの始業前点検を行う。
・チェンソー作業時は、小型消火器を携行し、別途見張員を配置する。
・チェンソー作業時に、異音・異臭が発生したら直ちに作業を中止し点検を行う。
・作業を中断する際は、チェンソーのエンジンを停止し、可燃物のない場所に敷かれた防炎シート（１ｍ×１ｍ）の上
に、エンジン部が触れないように置く。
・作業終了時は、伐木箇所の点検を行う。

・安全教育の徹底（チェンソーの取り扱いの確認等）。
・チェンソー作業時は、小型消火器を携行する。
・作業を中断する際は、チェンソーのエンジンを停止し、可燃物のない場所にエンジン部が触れないように置く。
・作業終了時は、伐木箇所の点検を行う。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

チェンソーを仮置きする時はエンジンを停止し、防炎
シート(1ｍ×1ｍ)の上に置く。

チェンソー作業時は、発火・発煙・火災に備え、携行消火器を
作業場所に配置する。

チェンソーのマフラー部詳細 マフラー（高熱）

排気口（熱風）

オイル付着部分

檜を伐倒する為、周辺の約5ｍ範囲の雑木が支障になるので、①～⑤の

順番で、伐採・片付けを行っていた。その際、チェンソーを運転状態のまま、

エンジン・マフラー部分を下向きにした状態で仮置きしていたため、発火して

火災となった。

伐採・片付け後

高台へ移動



 
 

 
 

 



発生日時 事故当事者 元請

年齢性別 ６５歳　男性 職種

【事故現場平面図】

　　　　　　　① 下流側から上流を望む

【事故概要】
①
0k800付近より上流に向けて、
川表天端肩部を除草。

　　　　　　　② 上流側から下流を望む

②
１ｋ000を過ぎたところでUターンし、
法面の除草作業を行う為、法肩より
法面を降りようとした。
しかしそこは高さ約0.7mのブロック積み部
であったが、オペレーターはブロック積み部
がないものと判断し、安全確認をせず
進入し機械毎転落した。

　　　　　　　③ ハンドガイド横転状況
③　
除草機械より投げ出されたオペレーター
は約4.5m下方へ転落、後から転落して
きた除草機械の下敷きになった。

事故状況図

改善策

作業員

被災程度（全治） 全治約１２週　外傷性脾損傷　左腎損傷　骨盤骨折　左上腕骨骨折　肩甲骨骨折　多発肋骨骨折　棘突起骨折　肺気腫

事故概要

搭乗型ハンドガイド式除草機械にて堤防天端川表法肩部を上流に向け除草作業を行っていた。
作業手順書に則り川表法面の除草作業を行うため、川表法肩から法面を下りようとした。
しかし、そこは高さ約０．７ｍのブロック積み部であったが、オペレーターはブロック積み部がないものと判断
し、安全確認をせず進入し、機械ごと転落した。
オペレータ（被災者）は除草機械より投げ出され、約４．５ｍ下方に転落し、後から落ちてきた除草機械の下敷
きになった。

事故原因等

○橋梁取り付け部の護岸ブロックを有する箇所の施工でありながら、搭乗型ハンドガイドによる機械施工を
行った。（現場条件を考慮すれば肩掛け式により除草すべきであった。
○作業手順書が遵守されていなかった。（作業予定箇所の事前調査が未実施のため、危険箇所の目印が未
設置。）
○誘導員が配置されていなかった。（第３者への影響、機械の誤作動、オペレータの不安前行動監視を兼ね
た誘導員を配置すべきであった。）

事故種類 労働災害 平成28年5月30日

事故区分 労働災害

改善策等

○現場条件に応じた機種の選定
　・現場条件に応じた除草機械の機種選定を行い、使用機械を明確にする。
○事前調査および事前対策に実地
　・作業前日に翌作業範囲を作業関係者で徒歩調査し、危険箇所に目印を立て、ＫＹ活動時に作業員全員に
周知する。
○誘員の配置
　・オペレータの不安全行動監視を兼ねた誘導員の配置を徹底する。

類似工事（他工事）へ活用で
きる対策等

・現場条件に応じた除草機械の機種選定を行い、使用機械を明確にする。
・作業前日に翌作業範囲を作業関係者で徒歩調査し、危険箇所に目印を立て、ＫＹ活動時に作業員全員に周
知する。
・構造物周辺は、肩掛け・手刈り等で刈り払いを行い、構造物が目視できるようにしておく。

現場条件に応じた機種の選定 事前調査及び事前対策の徹底 誘導員の配置
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オペレーターへの再教育訓練


